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｢岐阜から創る新たな教育」を開催するにあたって

学園長北浦茂

令和2年度の文部科学省の調査によると、全国で小学生は100人に1人、中学生は25人

に1人が不登校生で、小学校では1学年に1人、中学校では1クラスに1人は不登校生が

いることになります。少子化と言われながらも不登校という主張を唱える児童生徒が増加

しているのが現実です。以前は学校に行きづらいという主張は異常ととらえがちな風潮も

ありました。しかし、文部科学省も述べているように「不登校は誰もがなり得る」との考え

は不登校を主張する子ども達に適正な教育が保障されなければならないということになり

ます｡一人ひとりの子ども達に最も適した教育が求められる訳ですが、子ども達や保護者か

らはどんな教育施設があるのかよく分からないのが現状ではないでしょうか。

本年度の私どもの教育実践報告会は昨年度に引き続き草潤中学さんと岐阜県学校・フリ

ースクール等連絡協議会さんとに働きかけ開催することができました。公立・私立の不登校

特例校とフリースクールの三者がそれぞれの教育を発表する機会は岐阜では今までにない

取り組みだと思います｡不登校を主張する子どもたち、保護者にとって考えることができる

選択肢が増えることは子どもにとってより良い最適化された教育を受けるきっかけになる

ものと思います。

西濃学園は令和4年4月よりll皮阜県より西濃学園高等学校として認可を受け同時に文部

科学省より不登校特例校の指定を受けスタートいたします。中学校ではl年次より入学す

る生徒は5～6人に満たず2年生の2学期以降に学園の門を叩くといったのが現状です。

私どもの懸命な努力で一旦は元気になり心が整理されたようになり、全日制高校へと進学

するものの途中で再び不登校の状態に陥る子どもも少なくはありません。もう少し時間が

欲しかったといったところが正直なところでした。私どもの願いは、卒業後はきちんと自立

すること、ひらたく言えば「自分で飯が食っていけること」です。これはすべての親の願い

でもあります。

一人ひとりの子ども達が自分に最もふさわしい学び場所を見つけるには、いろいろな学

び舎を示していく必要があります。現在は学校を始めいろいろな機関が工夫や研究を進め

ていますが、まだまだ知れ渡っていません。本日のこの会を出発点として不登校に取り組ん

でいる団体が手を取り合い、知事さんがおっしゃって見える「オール||皮阜」の態勢を創り悩

める子ども達に笑顔を求めて行ければと心より願っております。

最後になりましたがこの番組を作成して頂きました大垣ケーブル様に深く感謝いたしま

す。多くの方々に見て頂ければこの上もない喜びです。

可
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I 文部科学省不登校の現状と対応

みなさま、こんにちは。

わたくし文部科学省初等中等教育局児童生徒課の大野と申しま

す。

日頃よりみなさまにおかれましては､不登校児童生徒への支援に

ご協力いただきありがとうございます。

私の方からは､不登校の現状と対応について説明をさせていただ

きます。

藤一

陣

西浪学園敦育爽映雑借金

不薙校の現状と対応について

令和4年2月20日
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こちらが小中学校における不登校の状況についてでございます。

毎年文部科学省で実施しております児童生徒の問題行動、不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果に

よりますと、令和2年度、小中学校における不登校児童生徒数は約20万人となっておりまして、 8年連続増

加をしている状況となっております。

さらに、不登校児童生徒の3割以上が学校内外で相談・指導を受けておらず、不登校児童生徒への充実が必

要となっている状況でございます。
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小・中学校におIﾌる長期欠涛者のうち．丞警被児童室徒敬は196.127人〈前年度181,272人〉であり，児童生徒
1,000人当たりの不登校児童室徒数は邸.5人〈繭震度鱒,8人） ．不登縄目童生徒数はg崖涯編で増加し、過去最
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このような中、平成28年に不登校児童生徒の支援について初めて、体系的に規定いたしました「義務教育の

段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律」いわゆる教育確保法というのが成立い

たしまして、この翌年には、基本方針を策定しましたところでございます。
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●裳務教育の段階における菅遥教難割§雪する教育の機会の篭保等の竃曇･翼状
･基本搭針鋤位量付け
･基本的噂考え方

・ 不量綬児宝籠稔蓉iこ対寸る軟膏鰻会の篭係蓉

咋蕊認識鰯職讓溌 ：慧総蝋撫鞭溌塞燃聯蕊職と
◆競学聴謀題を鐙える外国人の子俣駐鋪する配虚 応じた支撞潜行うこと等
が必要

・ 夜間中学等艇おけ遥就掌の議会鯵提偶等坤讃狂鱒但進や多樺敏些建⑲糞入れを識迄することが必要
・ 画、地方公共団体．異慨の団体その他の劉憾署の鱈互い密接睡遅擁の下で龍粛警宴飽

ｄ

ｑ

0

q

１

日灘霧鶏鱈蕊鱸懸蕊織■篝
智籏簡箪箪奪議漣i醐瀧簿…ー－－． ~‐

今i笹2驚鯉……けた…寅鐙.瞳蕊鳩
霊i二基づく鶴議会の鍍置・漏照．広轤活動の抱遺

・ 砿鰻輯夜間中学等踵おける鍍育活艶⑱充実
・ 自室夜間中学鐘係る取箱

･蕊織中学等にお(了る多様窓生徒鰯受入れ
義震教脊未龍了看仁加え．外葺路の箸．入学希望醍

室券、不豊較と鞍奮てい冶掌鹸些綻鞍墜多桟敷生稔鱈
入臓を画る
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O誤董研究等 O国民の理解の増進

･人材錫確係等 O教材の提儀その他の
◇掲談体制等鋤整傭 学習支捜
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◇児童生徒力震心し/亡欽宵を受{ﾌ説1る謎力ある学鎮づくり

・ 魁力あるより良い学核づくり
． いじめ、暴力行為。体慕等奄許さ駁い掌扮づくり
・ 児童生槌の学習裁漉等に応曜彪繕蔀・鎚趣の宴旋
O不登校児童生徒に対する効票的な支擬の推進

・ 醤与の不逢按児武生槌の状混に応じた支鍾"ga
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不量較祷聴閲する教脊指鰻体認の充宴
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この基本理念といたしまして、不登校児童生徒を含む全児童生徒が安心して教育を受けられるような学校に

おける環境整備を図ることですとか､個々の不登校児童生徒の状況に応じた支援を行うこと、さらには、国・

地方公共団体・民間団体等が密接に連携をすることが掲げられております。

さらには、基本指針の中には、不登校というだけで問題行動と受け取れられないよう配慮すること、不登校

児童生徒の社会的自立を目指すこと、それには休養の必要性も踏まえた支援が必要であること、などが盛り

込まれておりまして、全ての教育委員会、教職員がこのような基本的な考え方をご理解いただいた上で支援

の充実を図っていく必要があると考えてございます。
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不量技児童室縫の社譲り自立に嘩了た捲導･支鶏を担う『教育支援ｾﾝﾀｰ轌応繼魂教動』の§麺を繼進
(令和2年度31廓9施設(噸:1．魂7麓勤）

P

P

← ←‐＆念へ迩卓＝〃一 心 一

、 、

不量校児重宝礎を対象獣_〆て｡その実掴こ配哩准狩別め教育課程を網咳する必要力弱ると認躍れる鴻合｡指定を舜ﾌた特定
の掌榔届あいて教育捧遷の琴嬢によらずにｵ認め教憲鐸を輻敏

勵認講誕を亭威17年7月遇日賦寸初箸牛等教青局長通知により全唾化〕

･不登校児童生徒に対する支援惟進事梁
不登校児童窒徒寅識こ係る関係錨の連摂体副の整億や学蒙以舞鯵饗こおける不量絞媚壷電縫の支窺を挫重

【令和2年腰l魂臘翻

･教育梢護休糊如充実

可澄校を含め藤々鶴塞抱える児童重琵へ鰯禍談錐爾”強化に向け､ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰやｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰ弥一の
配鐘やSN|雲蔭活癩,た摺畿輝冷妨撫葵を推進

■

小｡中･高等学校の不登校児童竺捷が教育寅鐙ｾﾝﾀｰ鑓露播導教室〕や民蝿遜韓ど学密の機関潜層導等を受ける鳴合や
自宅において鯵T等を活認,て行った学習活動に認‘,で.一定の要件を震たすときIま槌灘萎鋒上畦駁融.､』に祷る

《令和元年1⑰月258球ﾌ誘琴*等教育局長通知〈義務教育))
《平蕪21年S月12日付け調等中等教育局長通知く高等学校〕】

表た.搭導萎録上職扉撫,ﾘとなった児童篭錘諒象に通宇定鯛采車券煽り度くいわ織る『学割j>を連用
《零歳5年8月19B付け初等中等教育局中学校課長通知〈義務教諭）

【竿謹;年8月12B付け初等中等教育局長通知く高等学鋤】

『

文部科学省においても、不登校児童生徒の支援のためにいくつか策を実施しているところでございます。

上から4つ目の「教育相談体制の充実」につきましては、様々な悩みや不安を抱えている生徒への相談体制

の強化に向けて、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの配置、または、電話やSNSを活用

した様々な相談窓口の整備について取り組んでいるところでございます。

さらには、一番下になりますけれど、不登校児童生徒の努力を適切に判断いたしまして、社会的に自立する

ために支援を行うために、教育支援センターや民間の施設ですとか、学校外で指導を受けた場合について、

一見の要件を満たした場合に指導要録上の出席扱いにできるという制度がございます。こういった制度も、

引き続き周知に努めていきたいと考えております。

さらには、上から2つ目ですけれども、不登校特例校の設置の促進に尽きましても重要な施策の柱となって

おります。

－5－

O慨便の不鐙校児蕊生捷の状況に晦じだ支援の斑寒腫掴け、教琶支援センターの取總支擬や、出席扱い
の擬競、教鴬課穂の弾力化諺に殴り組んでい亀
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不豊穣県童柴鋳等を対徒等を 象とする特別の教育螺程の編成（特例校）について
ｑ

Ｕ

．1（
言
圖〆 を蕊醸して較竃を実蝿する必萎があるど鰯められる燭合、 。

することがで窪る”

１

Ｕ

０

○福当の“小学筏、翰学侭高等学嬢を欠露していると鰯めら魂る児童生健、為零学授を退学
し、その後高等学妓に入学してい戦いと綴ぬられる篭又ば蕊等学硬の入学満樋琶樽する滅葛等
学佼に入拳していないと鱒めら鈍る轡を遡謹瞳して魁その実態に麓還し遍箱別の救憲滕程を婿醜
して毅電を実礎する必要がある鰯合．
蕊学綾歓爾謹滝喬覗彫
簿56裳〈小学”篭鶏79楽（の学校〉、鋒S|6E(麗等学硬）、擁10S桑《②等歓竃学齢

O特尉の教育課壌蓬織成すること蟹輪望冨る学校蟹譲麓する!“邑沿陸の教湾議員会、鴎立大学

遼人､学較潅人泌文部科学大臣に曙謁憲蟹舞出。 U
文蕊科学大臣は、申繍晦蓉蟹憲董し、学硬敦爾透等の醗点から支簿が験いと麓めら、るときは当鰹学佼遷

掴耀｡

。

９

４

０

“

kL ノ

<雀翻令f"#8月現在.問鶴IJている孝枝腫全…”咳
、

r

・八王子市立塞健d濤困#､孝悪中学認《子鹿16年4月鋤
・鍔4循塀牧室鵬畠Uj嬢永索学校《亭錬6年&創一》
・鍾児＄横百葛寄学笹善過剰ｻﾘｰﾑｺｰｽ》 《亭痢e無月一》
・憲齢市立洛蔑卑学笹（平顕@塁4月～》
・霊捷名古屋中恋《牟認年4月一）

1

1

・東京シューレ江戸jM|,学読《令錘重4厘一》
．；&生龍郵麩苑一中手叡令錘露月鋤
L，大田g室函廻亨学“令抽認月一》－ ノ

q

q

ご説明するまでもないかもしれませんけど、不登校特例校では、不登校児童生徒を対象として、その実態に

配慮した特別な教育課程を設ける必要があると求められる場合に指定を受けた学校において、教育課程の基

準に寄らずに、特別の教育課程を設けることができるということになっております。

令和4年、 1月現在で、開校している学校数は全国で17校ございます。

さらには、岐阜県にはですね、西濃学園中学校と岐阜市の草潤中学校の2校、設置がされてございます。

このような特色ある学校の取り組みを、みなさまには知っていただきまして、不登校児童生徒が学習活動を

行う場の選択肢の一つとして充実を図っていきたいと考えているところでございます。

g

イ

P

■

。

ゴ

~

簡単ではございますけれども、説明は以上になります。

引き続き、みなさまのご協力を賜わりつつ、文部科学省といたしましても不登校児童生徒への支援が充実す

るよう努めてまいりますので、どうかよろしくお願いいたします。

ご清聴ありがとうございました。

。

－6－

籍鰹『不懲綾尭慶生徳等を対象どし臆潔擬設画に係る敦富繰狸弾泌5悪議』
園＞に碁づき、平麟17零学校裁毒歳艤蒲規剛の致正により全震催し鮭．

の鯛謹決濯ぐ草撰16年12急to
＊

ﾛ

具体的な仕組の慨要

･京都市塞潅風中学笹（毒1固鎮○月一j
，星鯉中学筏〈干騨アョ月一）
‘癖ｼ墨－し宮防守孝佼《亭鋤9畢月～）
･日全飲詮侭塞認禽寄手技《乎鮫釣郵月～】
･星譜もみじ中字確《乎騨達4月～3

，槙布巾立箪と中学鱒霧しうち牧霊〔亭錘o繁月～〕
g蛙垂奉璽箪豊頃零郵封鍾麹鼻一＆
･星謹悪寄手厩《含轆塞4月一〕 『烈

臥繩§

職
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Ⅱ岐阜市立草潤中学校学校紹介

憩
鍵
麹

＝

し

鐸B1噸の戦剛時代の鶴学肴「術子kiの貧蕊

,いものがあれ砿いつかは外にあらわれる』の意篭
雑&雄電‘黛謁:.．a静汁鶴噌&…巽溺癖謹捲毎箕才鷲到3

しいも

代の儲佼翁の山来l;i

『内に索峅ら

t，中I，リ噸

剣

岐阜竃一 私たちの草潤中学校は､令和3年4月に「岐阜

市立の不登校特例校」として開校しました。

公立では中部地方初

追巳■臼●叉唾

~

竺1

ZJ

ロ

■

草潤中学校のコンセプトは、 「学校らし

くない学校」ということです。

これまでは、生徒が学校に合わせてき

ましたが、草潤中学校は、学校が、一

人ひとりの生徒に合わせることを目指

してくれています。

そこで「ありのままの君を受け入れる

新たな形」というキャッチフレーズが

掲げられています。

草潤中学校のコンセプト

＊｢学校らしくない学校」

・学校の制度に合わせる生徒

（毎日、決められた時間に登校する）

（登校したら､決められた教室｡座席･学習）
●

・学校が一人ひとりの生徒に合わせる

「ありのままの君を受け入れる新たな形」

剣

－7－
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露一
一9ｺ9命1$

…註溌■■~､1■1位Ql【i麺 ■

”紛琿Ⅲ〃 l ‐えI 卒l 形 1 2

9:鉤 l…腫四写■Baとして且四 私たちの学校のコンセプトは、学習の

スタイルにも表れています。

家庭で学習することを基本とする生

徒、週に数日登校する生徒、毎日登校

する生徒、私たち一人ひとりの状況に

合ったスタイルを先生や家族と相談し

て決めています。

証
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刑
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相談して決めます。I

『

４ 10歩1A‐鰯 猷軍蛍

志
奉

｜
翻
一
》
雪

畝翫浬

罷
l･…I認1嘩寸瓦 |塵･謬圃1z幸い罰卜

騒年度途中の変更もOK!
”

罪泌

1ヨヱー加動

岳隠雲」
｡ 34琴80野

－4！
且垂－0低陛，轌堅つ－“ワン ’

q

q

草潤中学校では、自分が取り組みたい学び

を好きな場所で取り組めます。

教室内で授業に参加する子、オンラインで

特別教室や家庭から授業に参加する生徒も

おり、場所に縛られず､同じ学びを共有して

います。

また、独自の教材で学習を進めることも可

能です。

.

自分が取り組みたい学びを好きな場所で！

q

「取り組みたい学びを、好きな珊所で！」

力源則

デジタル教材で(Eライブラリー）で学び直し

先行した学びも可能

q

羅溌 職I彌腿、駄奥､ ：熊子LL工兎剛 綴蝋I畷リ 鱸~$
■

2

．

社会の授業国寵の授業 授業の様子です。

学校の代表的な風景である黒板はなく、ホ

ワイトボードに張り替えられています。

生徒の机椅子も、通常の学校とは違います。

。

Q‘且

－8－



I

個室で0111111eで授業に参加することも可

能です。

E－ラーニングルーム(個室)でOnline学習
一

’
皆

臥

座坐

ここは、ヘルスルームと呼んでいますが、

一般的には保健室です。

私は、今、毎日登校すると、このヘルスル

ームに来ます｡ここでは養護教諭の先生が、

いつも私たちが来るのを待っていてくれま

す。この部屋で勉強したり、先生と話をし

たりしながら、自分で決めた授業は、教室

へ行って学習をしています。

ヘルスルーム(保健室)でOnline授業

L

私たちが、学習する場所を選択しているこ

とを伝えるために生まれてきたのが、この

「イマここボード」です。

この写真の時間は、緑色の名札の1年生1

3人の内､4人が家庭でOnline学習等に取

り組んでいます。

2人は、少し遅れて登校の予定です。

4人が教室で授業に参加し、 1人がヘルス

ルーム、 2人が図書室で学習していること

になります。

このイマここボードは、原則として私たち

生徒が、 自分で自分の名札を移動させるこ

とにしています。

f

副胃I

畑

順

一

【

一

ｒ

堀

－

１

L
11"I

ヘルスルームで休憩
~ ~ I

P
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1

草潤中学校では、様々なタイプの生徒に合

った安心していられる居場所が、いろんな

ところにあります。どれも学校らしくない

場所です。

また、担任の先生は、自分が最も相談しや

すい先生を、5月に自分で決めました。

心身の安定・自立のための学び

~ ~

ホッとできるの時間や珊所

Ｕ

’

０

門

画 '

＊5月連休明けの個別担任の希望調査から個別担任を決定
＊9名の教員が2名～ 6名の生徒の個別担任 q

d

l

｢零＝
"y r.1141 31 1 ml Y用､ ､‘ 園､hエーー､霞

錘辱琴ご~1， ‐ー、‐． ‐ , ‘ ,

音楽や美術、技術家庭科を1つにまとめた

「セルフデザイン」という教科があります。

私は調理が好きなので、セルフデザインの

時間には、調理をすることが多いです。こ

の教科は、週に1回、 2時間が基本なので

すが、私は、他の教科の時間にセルフデザ

インとして調理をすることもよくありま

す。

自分の新たな良さを発見する学び
0

4

好きなテーマにとことん取り組み、自分の「好き_lを見つける「セルフデザイン」

篭
４

．

，

４

１

４

．

号

．

Ｊ

、

Ｌ

｛

イ

。

．

基本的な登校時刻は9:30です。

登校したら、まずウォームアップとして、

自分が選んだ担任の先生と、その日の予定

を自分で決めます。

該当学年の時間割はありますが、学習の内

容と場所は、 自分で決めます。

最後にクールダウンを自分が選んだ担任の

先生と取り組み、 14：35には下校です。

日課表

一 』

｢ｳｫｰﾑｱｯｶは,日の予定を自振決定

牧科の学習方法は､自分で還択する一

1日の自分を見つめなおす「クールダウン」 －

．

10-
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且

Ｂ

ｒ

学校生活についても、安全に関わること以

外は、強制されることはありません。

服装も私服でOKです。

私たちの学校には実施することが決まって

いる行事はありませんでした。全て私たち

生徒の願いを受けて、先生たちと一緒にな

って実施することや実施内容を決めていま

す。

草潤中学校の生活について可

服装、持ち物等、細かな規則はない
I

~
＝

‘1 ，1

‘一‐

聖徒用鋤付さ個人ロッカー

k

スマホなどの貴重品は、鍵付き
個人ロッカーに保管する

し

行事も決まった行事はなく、
生徒と一緒に考えて実施。

議議譲鰯職~蕊澱:勵蝋_蕊一 、 嚥
竺一一一一二.一一

F

I

I

b

例えば、私たちが「みんなと旅行に行きた

い」という思いから、自分たちで全校生徒

に希望を取り、旅行先の候補地を調べ、名

古屋港水族館に行くことになりました。

そして日タク観光バス様が、｢大型バス1台

を無償で出させてもらいます」と言ってい

ただき、V12月に33名が参加して草潤

navelに行ってきました。

10/28（木） 全校旅行を日タク掘光バスに協力依頼

ﾘ型も’硬闇』

L

12/10（金）草潤Travel 『名古屋港水族館』
~~~~~ ~~~

多
一

可

私は、これまでの学校らしい学校の生活や

学習に疲れ、不登校になりました。

全国に20万人近い不登校の児童生徒がい

ます。そんな不登校の生徒のための、学校

らしくない草潤中学校ができ、ここに入学

することができたことで、この1年間。本

当に楽しく学校に来ることができました。

以上で、草潤中学校の学校紹介を終わりま

す。 ありがとうございました。

篭
~4

可
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ⅢフリースクールSHINY活動紹介

「

教育報告書 職驚
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1 ，当事者スタッフたちがサポート

ﾙｽ 藩篭1篭 驚慧鍵
雲 －12－
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1 ，当事者スタッフたちがサポー 卜
､

いつだってひとりじゃない。

君の居場所はここにある。

この言葉はSHINYが設立した当初からず

っと変わらず大切にしている言葉です。

「

騨

癖
警繍

~,, ＃ 鯛鋤鯛
＃ 溌蝋

SHINYのスタッフ達のほとんどが不登 淵職
校．ひきこもり．社会でつまずいた経験 鰯
を持ち、生きづらさを感じてきました。 鯛

灘

蕊識

灘
謹

’ 謹蕊
蕊 一刃

蕊ゞ獺
剛輔

2015年、会長宅の一室からスタート11

「自分が苦しかった時にしてほしかった

ことを今苦しい思いをしている子にして

あげたい」との思いを持った若者たちと

その家族で立ち上げました。

贈

醗

2015年、会長宅の一室からスタート
しました。
SHINYは、生きづらさを感じた若者
たちやその家族が同じような悩みを
持つ若者たちの助けになりたいとの
思いから立ち上げました。

うさを感じた若者

可じような悩みを
ﾅになりたいとの

僧した。1
ヘ

鼻
例

L＝1

1源

灘
一割

…‘

■

鶏鍵
唾

'1

L
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2年目は就労の練習として｢CafESHINY」

をオープン11

社会でつまずくなどして働けなくなった

若者たちが社会での居場所を作り上げる

為、スタッフや生徒、支援者の皆様と一

緒に力を合わせて形にしていきました。

約1年の運営でしたが、お客様、生徒や

支援者の皆様との出会いや経験は今でも

かけがえのない財産です。

綴、

CafeSHINYを閉店してからは瑞穂市に錘‘灘關
羅蝿講点を移しました。

これまでは市民活動団体として活動して

きましたが、2018年に自立へのサポー

ト、復学・就職支援等の活動をより多く

の方に行えるように一般社団法人SHINY

を設立しました。

W
綱

鋪
蕊
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蕊蕊
建｡
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蕊 鶏電
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Ｊ

州

岫

吋

淋

訓

蕊:： 蕊魚編

「生まれてきてくれてありがとう」

「出会ってくれてありがとう」

「生きていてくれてありがとう」

そんな思いを込めて、設立当初からお誕

生日会を毎月1回開催してきました。

SHINYは"第二の家族"として1人1人

の誕生日を大切にしています。
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日

2．子溌もから大人までのフリースクール
r

i~一匡

2020年11月、岐阜市に寮を完備した

岐阜校が完成しました。

寮生は生活リズムの改善だけでなく、体

の中からも元気になれるように栄養バラ

ンスが取れた食事を提供しています。
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SHINYは子どもから大人までのフリース

クールです。 織 卿
必要としている方に情報が届きやすいよ

うにフリースクールにしました。

岐阜校は大家族の家をイメージした建物

になっていて、新しい拠点に移っても家

族的で温かい居場所になっています。

フリースクールSHINY岐阜校

この場所藩またたくさん,の;W-房に出逢える活動を。卿

繍鰄淵

鍵 :篭蕊
講蕊：蕊蕊欝§
藷

SHINYには､長年引きこもっていたり、ど

こへ行っても居場所がないと感じたり、

おことわりされてしまったりした生徒た

ちが多く通っています。

しかし、これまできっかけがなかっただ

けで、どの子も心から安心できる居場所

や仲間ができるとどんどんその子にしか

ない個性を発揮して、そこからたくさん

の笑顔の花が広がります。
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3．最後の砦
腿

生徒の増加に伴い、岐阜校ではスペース

にゆとりがなくなってきたことから、

2021年10月に北方校を開校しました。

広いスペースで活動が出来るようにな

り、普段の活動だけでなく、イベントなど

も充実させることができるようになりま

した。
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NPO法人教育・地域交流機構とのコラ

ボでさらに学習コースがパワーアップ11

NPO法人教育・地域交流機が「最初の

砦」ならSHINYは「最後の砦」として誰

もがいつでもやり直せるようにサポート

しています。

学習コースでは、ICT学習とカリキュラム

を用いて、中学校と連携し、出席扱い・成

績評価を頂くことが出来ました。 蕊 ＃

雪NPO法人教育
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こんな時代だからこそ、〃お腹いっぱい食
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Ⅳ学校法人西濃学園学校紹介

それでは、西濃学園の学校紹介をさせてい

ただきます。

私は、西濃学園中学2年､石坂えりかです。

よろしくお願いいたします。

西濃学園は、来年度4月より、西濃学園高

等学校が新設され、中学校と高校で学ぶこ

とのできる学校です。

岐阜県の揖斐川町にあります。

また、寮生活ができるため、全国の生徒が

入学できます。

中学・高校も、ともに、文部科学省より不

登校特例校の指定を受けており、学校生活

が苦手だった生徒たちが、社会で膳1立して

やっていけることを目標とした教育が行わ

れています。

それでは、具体的な教育内容や学校生活を

見ていきましょう。

寮生の朝は、午前7時に始まります。

職員が起こしてくれたり、友だち同士で起

こし合って、一日を始めます。

朝起きることができること、朝ごはんを食

べることができることは、生活リズムをつ

くることの第一歩ですが、みんなで励まし

合えば､起きづらい朝も乗り越えられます。

学校牛活
7:00起床。朝食
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学校生活 西濃学園の朝には、もう ‐つ、大きな活動

があります。

私も毎朝、先輩と声をかけ合いながら女子

トイレの掃除をやっていますが、生徒自ら

が校舎の掃除をするのです。

冬の寒い朝は、今日だけは寝ていたい、休

みたい、と思うこともあるのですが、仲間

や、みんなからの「ありがとう」という言

葉に支えられて、続けてしまえるのが不思

議です。

自羊清掃活動7 30

I

1

1ノ

i
一

ら

｢堀↓ ､

学校生活
8:40授業開始

（午前中4時間・午後2時間or3時間）

授業は、午前8時40分から始まり、午前中

4時間、午後から2時間あるいは3時間の

授業に参加します。

先生たちは、私たちが興味を持ちやすいよ

うに授業を工夫してくれます。

そして、一人ひとりが、今、分かっている

かな、 ということを大事にしてくれます。

また、どんな疑問にも丁寧に答えてくれる

し、もちろん間違えても怒られないし、誰

も笑ったりしないので、恥ずかしいと思わ

ず、どんどん発言ができます。

そして、分かることが一つでも増えると、

自分は頑張っているな、と思うことができ、

学ぶことも楽しいと感じることができま

す。

私は、西濃学園に来て、はじめて、授業が

おもしろいと思うようになりました。

1

I
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生徒一人一人とカウンセリング学校生活 また、生徒全員が週に1回行うカウンセリ

ングで、今思っていることや迷っているこ

とを話したり、相談員の先生と過ごしたり、

趣味を追究することができる｢れんげ教室」

という時間もあります。

休んで元気をもらうと、授業も学校生活も、

もうちょっと頑張れるかな、っという気持

ちになれます。

し

~『

学校生活

ライフプランニング
コミュニケーションや自己理解を学ぶ

他にも、西濃学園の授業の持ち味として、

「リカバリー」という苦手な分野を学び直

す時間や

「ライフ・プランニング」というコミュニ

ケーションや自己理解について学ぶ時間や

「地域学習」という地域の生きる力を体験

的に学び、文化祭で発表をする時間があり

ます。

リカバリー
苦手な分野の学び直し

『
１

学校行事夏山登山 毎年、全校生徒と全職員が3泊4日で登る

北アルプス登山も、西濃学園らしい活動で

す。

日本で3番目に高い奥穂高岳や槍ケ岳に登

る生徒もいます。

北アルプス（奥穂高岳・槍ヶ岳・蝶ヶ岳など）

_－反

耐
日

舞･‐ ヘ．:． ，.‘
制

~~~~~~

L
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１

学校生活
放課後自由時間(クラブ活動など）

放課後は、友だちと遊ぶのが何より楽しい

時間です。

先生も一緒に、軽スポーツをしたり、軽音

楽部をはじめ、ボードゲームやプラモデル

といった部活に燃える生徒もたくさんいま

す。

津1~~l郡

1
1

一

1

■■

両

凸

1

I

学校生活 夜は、近くの温泉に入浴に行って、地域の

方々と触れ合ったり、受験を控えている先

輩たちは、毎晩、学習をしたりしています。

希望者には補習を行ってもらうことができ

るので、塾に行かなくても、学習ができま

す。

そして、午後11時の就寝前になると、自ら

スマホやゲーム機を寮の部屋長に提出し

て、寝る準備をして、明日に備えます。

夜の時間入浴・補習

リ

＝

1=
I

私たちは、西濃学園で、このように、

の成長や仲間の成長を実感しながら、

を過ごしています。

自ら

毎日

可

ご清聴、ありがとうござました。

』
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V学校法人西濃学園生徒の声、保護者の声
『

■

I1,W

西漫学園で過壁して良かったことは？

＝』垣一墨玲…~

|西濃学園で過ごしてよかったことは?’

自分のペースに合わせて進歩できたつてことと、仲間がいて、緩い雰囲気だけど、許してくれるだけじゃ

なくて、叱るところは叱るし、仲間とケンカすることもありましたけど、ぶつからないと成長できなかった

と思うんで、そういうところですかね、やっぱり。

例えば先生に叱られたり、先生にやったことを褒められたりとか、友達作って、友達と仲良くして、 ~ ･一緒

に出かけて、ケンカして、みたいなこと。

自分に足りてなかった、してこなかった経験を、ちょっとずつ階段を上がっていくように、一歩ずつ踏ま

せてもらえるっていうのがここに来てよかったことだと思いますね。はい。

|自分が成長できたと思うところは?1

頑張ったってしょうがない、頑張っても自分はダメなんだって意識があったんですけど、でも、自分のペ

ースで考えて、少しでもできたんだっていうふうに思えるようになったっていうことと、人には人のペース

があって、求めてることとその人にできることが違って、その人のペースでできるようになるんだってこと

が分かったこと。

自分のできることとできないことが分かって、他人を許せるようになって、 自分も許せるようになった、

っていうところが大事なところかなと思います。

|成長できたきっかけなどは列

特別ぶつかる相手がいたんですよ、やっぱり。一人。ものすごくぶつかって、ケンカしてっていう相手が

いたんですけど、でも、ケンカをしないときもあって。そういう時はすごく仲が良くて、気が合うんですよ。

だから、 ものすごく仲が良くて趣味が合う相手でもケンカすることもあって。で、その時は相手を許せない

って思うんですけど、でもケンカが終わるとあいついいやつだなって思うことがあって。

人には人のやり方というか、歩幅があって、 自分にも自分の歩'li扇があって、やり方があって。自分の足り

ないところ、足りてるところ、相手の足りないところ、足りてるところっていうのを考えて、自分にできる

ことをやって、相手にできることに合わせるっていうことが考えることができるようになったところが大き

なところかなって思っています。

ぶつかる相手がいて、叱ってくれる相手がいて、落ち込んだら励ましてもらえるし、仲良くなれる相手も

いて、ていう。なんか、プラスだけじゃなくてマイナスだけじゃないっていうのが大事なんだなと思います。

ありがとうございました。
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|西濃学園に入学を決めた理由は？

ここに来た時に、最初に暑くて倒れてしまったんですよね。でも、寝ててもいいよって言ってもらって、

理不尽に頑張らされないでいんだなって｡そこはなんかすごくほっとしたみたいで､そこがよかったなって。

|子どもはどう成長しましたか?’

こうって思ったら絶対に人の言うこと聞かなかったんですよ。いや違うよ、 こう思ってみたらって言って

も全然聞かない。あいつのことは絶対に許さん！とか、そういう感じだったんですけど、人って表面だけと

か、一個の部分だけ嫌だったらそれで全部じゃなくて、いろんな面があるなっていう、そういうふうに人と

付き合えるようになったなって思います。折り合いがつくっていうのかな。自分はこう、絶対こうしたいけ

ど、まあでもあいつもこうしたいんやなっていうのが、ちょうど妥協できるところを探るっていうか。ちょ

っと苦手やけど一緒には居れるとか、そんな感じになってきたなって思います。

最初はすごく周りに対して不信感が、学校行けなくなった時は特に、みんな僕のこといじめるんだ、みた

いなことを言ってたこともあるんですけど。本当に、周りの人と一緒になんかするとか、みんなを信用する

っていう感じがすごく出てきて、そこが変わったとこだなって思って、そういうふうに変われるんだなって

びっくりしたところです。

|親としての変化は？｜

この子と一生、どう付き合っていこう．かしらって思ってたんですけど、やっぱり自分はお母さんとして、

すごい頑張って面倒見てやってる、やってるっていったらなんですけど、ていう気持ちはあって。勉強だっ

て一緒についてやってるし、学校と話し合ったりとかいろいろしてたんですけど、結局子どもが本当に心で

欲しいことが何かは分かってなかったなって、後で思いました。

自信が持てるようになりたいっていうことかな、自分が好きになりたいって。それは本当にいろんな人と

付き合ってもらって、家族じゃない人と、先生とか、他の生徒さんと付き合ってもらって、杉ちゃんいいと

ころあるじゃない、みたいに思ってもらえたのがやっぱり良かったのかな。

西濃学園の魅力とは?

一緒に生活していて、ほぼ同じメンバーでずっと、少人数でいってるからそうなったのかなって思うんで

すけど、人と深く付き合えたかなって、濃い人間関係ができたかなって。そこはすごくよかったなって思っ

ています。社会に出たらやっぱり自分が自分が、でだけじゃやっぱり1111き潰されるところがあるので、本当

に周りの人とうまくやっていける、周りの人のいいところ悪いところ見て、 うまく付き合っていけるように

なるっていうところが本当にいいところだなって思っています。そこはやっぱり深く付き合ってくださった

先生のおかげやなって思ってます。
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Ⅵシンポジウム岐阜から創る新たな教育

I鳴野道弘先生元文教大学教育学部教授

大野照子氏文部科学省初等中等教育局児童生徒課課長補佐

香田静夫先生岐阜県教育委員会義務教育総括監

岐阜大学教職課程支援センター特任教授日本学校教育相談学会岐阜県支部理事長

司会太田宣子学校法人西濃学園スクールカウンセラー

古田信宏先4

E囹
それでは、これより、 「岐阜から創る新たな教育」というテーマのもとに、シンポジウムを始めさせていた

だきます。司会を務めさせていただきます、西濃学園の太田宣子と申します。

今nは、このような場を設けることができたことに感謝をしながら進めさせていただきたいと思います。

どうぞ、よろしくお願いいたします。

では、最初に、岐阜県の不登校支援にかかわる教育活動を鴫野先生はどのようにご覧になりまったか、お

伺いしたいと思います。鴫野先生には、西濃学園が博報堂の教育賞を受賞したことをきっかけに、毎年の実

践報告会でご意見をいただいております。 ’鴨野先生の子ども観、子どもの見方にはいつも学ばせていただい

ております。それでは、鴫野先生、いかがでしょうか？

m爾亮詞
はい、皆さんこんにちは。ご紹介をいただきましたI鳴野です。

この度、 3つの取り組みの事例の動画を見せていただきました。これを見て、ものすごく強く印象深かっ

たのが、一人一人の存在が際立っている、 ということでした。一人一人の生徒の存在が、はっきりしてるわ

けですね。言ってみればそれは、三国志にある“水を得た魚の如し”という感じです。つまり、 自分に適し

た環境を得て、そして本領を発揮している姿という印象が強かったです。

例えば西濃学園の動画の中に出てくる生徒さんたちの言葉、これを拾ってみますと、 「頑張ったってしょう

がない。頑張ったって自分はダメなんだ、 という意識があったけれども、今は少しでもできたんだと思える

ようになった」とか。

あるいは、SHINYさんところでは「初めて自分のことを好きになった日なんだ」と言ってますね。あるいは

「できないをできるに変えるんだ」 とも言っています。

さらにですね､草潤中学校のところでは｢学校らしい学校の生活や学習に疲れて不登校になった私が､今、

生き生きと生活や学習をしている」こういう話をしています。これね、感動なんですね。

もう、生徒が本来持っているものがぐ－んと発揮されているわけです。こういうのを子どもが輝くとか、生

き生きするっていうんでしょうね。そんな印象を強く持ったんです。

ですから、 SIIINYさん、西濃学園中、草潤中学校、この3つの取り組みの役割というのは、別の言い方を

すればネガティブ意識をポジティブ意識に変えてあげているっていうことじゃないかなって思います。

ネガティブっていうのは、存在感で言えば、存在感が低くなったり薄くなっちゃったりしていることです
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よれ。一番最悪なのは存在感が否定されてしまうことです。これね、人間すんごい弱いんですよ、存在感が

否定されると。

逆にポジティブ意識っていうのは、存在感が強くなったりはっきりしてくることです。そうすると人間は

自信を持ったり、生きがいを持ったりして生き生きしてくるわけですよ。

例えば、 これも西濃学園の生徒の声から拾っているんですけれども、彼らは素晴らしいことを言っていま

す。 「人には人のやり方というか、歩幅があって、自分にも自分の歩幅、やり方があって、自分の足りないと

ころ、足りているところを考えて、自分にできることをやって相手にできることに合わせていく、 というこ

とを考えることができるようになった」素晴らしいじゃないですか。

さらにですね、こんなことも言っています。 「プラスだけでなく、マイナスだけでないということが大切な

んだ」これ、人間が生き生き生きるっていうのはこういうことですよね。全部プラスだけじゃない、かとい

って全部マイナスだけじゃない。褒められることもあればぶつかることもあるとか、体験やそういう生活の

事実があるんだと思いますけど、それがこんな素敵な言葉になって出てきているんです。これ、まさにネガ

ティブからポジティブに大きく変わっているんだと思います。非常に思慮深いですよね。

まあ生徒のこういった、生徒の心情、私は動画や言葉から見ているわけですけれども、それを手掛かりに

この生徒の心情や認識を私なりに推量して代弁してみると、ネガティブのトンネルを抜けたらそこにはポジ

ティブの世界が広がっていた、こんな言葉に私はなるんです。このポジティブの世界に足を踏み込んだ生徒

たちは幸せですよね。

こういう風に、一人一人の存在が際立つ教育、際立つ実践というは、レジリエンスという力が高まるんで

すよね。レジリエンスというのは、一般的には復元力とか、回復力、弾力性と言われる言葉で、最近では特

に、困難な状況にも拘らずしなやかに対応して生き延びる力といったような意味で使われています。これか

らの､変化の激しい社会､多様化する社会の中では、このレジリエンスっていう力をどれだけつけていくか。

これってとても大切なことなんじゃないかって思います。これらの意味で素晴らしい取り組みを、動画で見

せていただいたり、生徒や保護者の皆さんの声を聴かせていただきました。大変ありがとうございました。

以上です。

。

困
嶋野先生、ありがとうございました。子どもたちが自身の存在感を感じることのできる教育活動、しかも

自分を価値ある存在として感じられる教育活動が大事にされているところが重要だ、 と、教育の本質は何か

を問うご意見として承らせていただきました。ありがとうございました。

続きまして、岐阜の教育を行政のお立場から担われている岐阜県教育委員会義務教育総括官であられます

香田先生、お願いいたします。

香田先生は、西濃学園中学が開校した15年前には、揖斐川町の教育委員会にいらっしやり、大変お世話にな

りました。開校当時は、きっと、海のものとも山のものともわからない学校だったにもかかわらず、学校整

備にﾉ]を貸してくださいました。

岐阜県は、教育機会の確保を保証するため、教育委員会が先頭に立ち、 2年前にll皮阜県学校・フリースク

ール等連絡協議会を立ち上げ、連携ガイドラインを作成しました。改めて、この施策の目的や内容、その効

果について、教えていただけるでしょうか？
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屠百亮蜀
失礼します。ご紹介いただきました香田です。どうぞよろしくお願いします。

私からは岐阜県で昨年度2月設置を致しました学校フリースクール等連携協議会のこと、さらにはそこで

の協議を経て策定を致しました連携ガイドライン、さらには今年度11月に開催をさせていただきました不

登校児童生徒サポートセミナー、この3つについてお話をさせていただこうと思います。

まず連携協議会の取り組みについてです。ご紹介いただきましたように、県内の小中学校の不登校の子ど

もたちが3千人を超えるといった状況が続いております。その要因や背景を考えてみますと、実に多様化し

ていることが分かります。ですから、学校だけでは十分な支援が難しい状況になっていることは明らかな通

りです。そこで学校、教育委員会、さらには教育支援センターといった公的機関と、フリースクールやオル

タナティブスクールといった民間施設とが、より積極的な連携を図っていくことが大切だと考え、この協議

会を設置致しました。後ほどお話をいただきます古田先生には、この会の会長を務めていただき大変お世話

になっております。この協議会では学校等とフリースクール等との相互連携の推進に関することや、あるい

は具体的な連携協力の方策などについて話し合いを持っています。

この協議会を経て、先ほど申しましたように学校フリースクール等連携ガイドラインをこの6月に策定致

しました。このガイドラインには、フリースクール等民間施設団体との連携の必要性や、団体における望ま

しい運営、 さらには相談指導といった在り方を示させていただいています。また、学校等の施設、学校外の

施設において指導を受けている場合、さらには児童生徒が自宅でICTを活用して学習を行った際の指導要録

上の出席扱いの取り扱いの内容、 さらには県内の民間施設団体等で行われている教育の活動例、こういった

ことも紹介させていただいております。そうしたガイドラインをもとに、関係者間で一層の理解が促進され

るといいなと思っているところです。

最後にもう~ ‐点、不登校児童生徒サポートセミナーについてご紹介いたします。このサポートセミナーは

昨年、今年度ですけれど11月に開催を致したものでございます。保護者や子どもたち、それから先ほど申し

上げました関係者､こういった方たちが力を合わせて不登校支援をしていきたいということを考えたときに、

とっても必要になってくるのがネットワーク、関係者間のネットワーク作りが特に大切なんじゃないかとい

うことでこのセミナーを開催したところです。特に小中学校に通えないことで保護者の方の中には学習の遅

れや、進路を選択する上で不利益があるのではないか、 といったご心配の声も聴いております。ですからこ

のセミナーを通して、高等学校の入学者選抜や高等学校入学後のサポートの体制などについても情報提供さ

せていただいて、見聞きしていただいた方にご安心いただければと思って行った会でございます。当日はオ

ンラインで開催をさせていただきまして、 200名を超える保護者や関係者の方のご参加をいただきました。

特にフリースクール等の民間施設におかれましては、 l1施設の方にご参加をいただいています。会の中で例

えば保護者の方から、不登校児童生徒のためのオンライン授業をもっと増やしてもらえないだろうかといっ

たご要望や、あるいは不登校児童生徒の学校での学習状況や、フリースクール等での活動についてもっと詳

しく知りたい、費用はどれくらいかかるのかなといったご相談、情報提供もお願いしたいといった声もあり

ました。さらにはその民間施設の方からですが、 自分のところに通ってくれている子どもたちが、在籍する

学校でどういった学習や教育を受けているのかを詳しく知りたいといった声や、もっと自分たちが行ってい

るこのフリースクールの活動を、知ってもらいたいといったお声もいただいたところです。こういった協議

会やガイドライン、 さらにはこのセミナーを今後も続けて行っていくことで、県内の子どもたちや保護者の

方たちへの支援になれば、と思っているところです。今後とも県の取り組みにご理解いただければと思いま

す。どうぞよろしくお願い致します。
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困
香田先生、ありがとうございました。まず、官民の連携、つまり、公立の学校と私立の学校やフリースク

ールが連携をしよう、 という動きを教育委員会様が作ってくださったことが非常に画期的な動きだと感じま

す。そして、行政が先頭に立って、官民一体となった施策をリードしていただけるだけで、これほどに多く

の意義ある活動が進めやすくなり、効果につながることが分かりました。

また、情報発信と情報共有がとても大切である、 といただきましたが、今日の番組が、その役割の一端を担

うことができましたら、 うれしく思います。

続きまして、古田先生。古田先生は、岐阜県学校・フリースクール等連絡協議会の会長として、また、未

来の教育を現場で担う教師を育てるという、教員義成されるお立場から岐阜の教育をリードしてくださって

おります。学校とフリースクールの連携協議会やガイドラインが、学校現場で、また、不登校生の教育にど

のような意義や効果をもたらしているか、教育全体への波及効果もありましたらそのことも含めて、どのよ

うにご覧になってこられたか、ご意見をお聞かせ下さい。

0

I弱死蜀
古田です。よろしくお願いを致します。今紹介をいただきましたように、あるいは香田先生の方からもお

話をいただきましたように、昨年度から岐阜県学校フリースクール等連携協議会の方の会長をやれというこ

とで、やらせていただいているわけですけれども、これまでにない取り組み、私自身も||皮阜県教育委員会で

教育相談を担当したりしている中で、あるいはそのあと管理職として現場にいる中で、学校がやっているこ

とと、そして不登校の子たちを支えてくれている各民間の施設だとか、それから教育支援センターですね、

とはつながりができる、もっとつながっていけるということが大事だというようなことをずっと思っており

ましたけれども、ようやくそれが実現しつつあるなと感じています。その意味で、学校とそれから行政と民

間の施設団体とが手をつないでいけるということの素地ができた、 というふうに考えています。

特にサポートセミナーなどでは、当事者や保謹者が最も悩んでいると思われるテーマについて、今まであ

まりなかったテーマについて情報を得ることができたんじゃないかなと思っていますが、それは大きく言う

とその出欠席とか評価とかいったことがどのように扱われていくことになるのか、どうあったら良いのかと

いうことの意見交流ができたということ、そしてこれが県内で連携ガイドラインの作成によって、県内の学

校がある程度同一歩調で進むことができる方向へ向かっているということ、そしてこれ大きな問題だと思う

のですが、子どもたちがどんな進路を選べばいいのか、選ぶ進路でどんな選択肢があるのかということ、さ

らに言えば、そのただ単にどこへ行くという進路の指導ではなくて、それぞれの学校などでどんな指導が行

われているのかということの一端がちょっと見えたっていうのが大きいかなと。そんなふうに思っています。

ただ私から見ていてちょっと物足りないかなというふうに思っていたのは、県のやる会です、もうやむを

得ないところはあるだろうと思うんですけれども、ちょっと学校や行政、あるいは施設側からの一方通行で

終わってしまうんじゃないかなって、終わりかねないなっていうことで、どうやったらこれの受け手である

当事者本人児童生徒や保護者の声を聴くことができるんだろうか、これはなかなか出てきてもらうっていう

のは難しいことなんで、どんな方法があるのかなっていうことを考えておりました。そんな中で今I]のこの

前半の動画の中にちょっと答えが見えてきたんじゃないかなっていうことを感じています。先ほど鴫野先生

もおっしゃいましたけれども、児童生徒、不登校ということで自己否定をしてしまっていた子どもたちが、

こういった施設、学校の中で存在感を改めて見出して、そしてそれが自己肯定感、 自己効力感、 自己有用感

「
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といわれるところへ、それを抱くに至っている過程というのが少し見えたかな、満たされない思いをしてい

たものが、仲間や自分自身の成長を実感することで成長していく、その土台を作ることができているってい

うことを感じさせる動画だったように思います。特に、西濃学園さんで言うと、 リカバリーとかライフプラ

ンニングとか、地域学習とか、あるいは夏山登山だとかいいた取り組み、独自の取り組みが子どもたちに大

きな自信を持たせる、あるいは自信を回復させるということにつながっているんじゃないかなと思って、嬉

しく思いながら見せていただきました。ありがとうございました。私からは以上です。

国
古田先生、ありがとうございました。私たちは、もっと、子どもたちの声、保謹者の声を聴き、そして共

有し、発信し、その相互的な交流の場や機会を大串:にしなくては、一人よがりの、押しつけの教育になって

しまう、 ということを改めて考えさせられました。ありがとうございました。

L

「

それでは、文部科学省生徒指導課係長の大野様にお伺いさせていただきたいと思います。 「文部科学省生徒

指導課｣というのは不登校児童生徒の支援に関する方針を検討して示してくださっている部署でございます。

不登校特例校の設置に関しての相談はこちらで受け付けてくださっております。それでは、大野様、岐阜の

この取り組みについてどう受けとられたでしょうか？全国の不登校支援の動きについても教えていただける

とありがたく思います。

灰野司
よろしくお願いします。大野でございます。

今までの取り組みを聞かせていただきまして、岐阜県の取り組みについては非常に、関係の皆様が熱心に

取り組んでいられるという印象を受けました。文部科学省でも、地域における不登校児童生徒の支援につい

て検討とか協議を行う場である協議会の設置を推奨しておりまして、令和2年度から新しく、不登校児童生

徒の支援のための補助金っていうものも創設いたしまして、岐阜県さんも一部それを活用していただいてい

るのかなと思いまして、ありがたく思っております。

平成28年に教育機会確保法ができましたが、その基本理念というのが、現場にはまだまだ浸透出来ていな

いというような声もあるんですけれども、その基本理念には、すべての児童生徒が豊かな学校生活を送り、

安心して教育を受けられるような環境の整備ですとか、個々の不登校児童生徒の状況に応じた必要な支援が

行われるようにすることなどが法律上うたわれています。その背景には、先ほど不登校の要因は様々だとい

うお話がありましたけれども、文科省が行っているその調査でも不登校の背景は非常に多岐に渡るというこ

とが明らかとなっています。そういった背景が複雑に絡み合っていたり、個々の学習の状況であったり、保

護者の状況、その時々の子どもの気持ちとか、成長のスピードなど、非常に多様ですので、一人一人に合っ

た学習方法ですとか、学習場所とか、相談支援などを行っていくことが非常に大切になってくるかと思って

おります。ただこのような多様な場を、一つの学校だけで用意するのは非常に大変ですし、これには限度が

あるかと思います。ですので、やはり教育委員会さん中心に、不登校特例校とか、フリースクールなどの民

間団体の皆様としっかりこう連携を行っていくことが非常に重要になってくるかと思います。

一方で、一言に連携と言ってもなかなか進まないのが現状であるかと思います。現在、文科省でも不登校

に関する有識者会議というものを立ち上げているんですけれども、その場でも、教育委員会と学校、フリー

スクールとの連携が全国的になかなか進まないというのが課題に挙がっております。そういう意味でも、岐

ロ
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阜県がこういった熱意を持って協議会を立ち上げられて、 さらにその協議会の立ち上げのみならず、岐阜県

学校フリースクール連携ガイドラインっていうものも作成されている。これ、補助金を支出していただいて

いる自治体の中では、こういった連携ガイドラインを作っているところは岐阜県さんだけでしたので、非常

に先駆的な取り組みかなと思っておりますし、さらにそのネットワーク作りとしてサポートセミナーという

ものを開催されたということは、そういった連携というものを非常に強力に進めていくというというような

皆さんの意思表示であると、私は思っておりますし、非常に良い取り組みだと思っております。文科省も岐

阜県さんの取り組みに注目しておりますし、その取り組みを、こんな良い取り組みを、ぜひ全国に広げてい

ければいいなと、そのように思っております。以上です。

1

。

E囹
大野様、ありがとうございました。 |I皮阜の取り組みをご評価いただけたことをとてもうれしく思います。

l1皮阜県が、官と民の連携について、また、公立と私立の不登校特例校が二校あること、このような活動をご

評価いただけたのだと思いました。ありがとうございました。

つづきまして、 「岐阜から創る新たな教育」という切り口から、西濃学園が担っていること、また期待する

ことやさらなる課題について、教えていただきたく思います。

それでは、古田先生、お願いいたします。

店両死蜀
それでは、三点かなと思いながら、話し始めると変わってくるかもしれませんが。

まず一点目ですけれども、 これは西濃学園さんだけに期待することではなくて、行政にも期待すること、

考えて欲しいこととして、不登校の問題ではあるんですが、不登校の状況だけ見ていては、それでは解決に

結びついてはいかないんではないかな、 ということを思っています。不登校と密接な関係があるだろうと思

われる引きこもりの問題というのもきっとここに大きくかかわってくるでしょうし、引きこもりのことにつ

いて厚生労働省の方から出たものでは、学校、不登校そのものが引きこもりの要因になっているわけではな

いようなところもあるんですが、そうすると学校の他のところで取り組まなきゃいけないことと、連携して

考えていかなければならない、福祉サイドとかね、そういったところとの連携も必要になってくるのかなと

も思っていますし、ここのところの報道で盛んに出てくるのは、無差別の殺傷事件のようなことだとか、あ

るいは自暴自棄と思われるような事件だとか、大阪のクリニックの問題にしても、それから東大前の事件に

してもそうですけれども、何かこう、どうなってもいいんだというような、誰でもいいんだというような自

暴自棄になっているような事件が随分報道されていますが、 こういったことも世の中の風潮としては関連し

ているだろうなと思っています。さらに言えば自殺者がここのところ、まあコロナの関係もあるのかもしれ

ないんですけれども、急に増えてきていることも、これもまた見逃してはならないところだと思いますね。

こういったことが、不登校、言ってみれば不登校というのは、そういった外へ出る、いわゆる反社会的な行

動と一括りにしていいのかどうか分からないんですけれども、ちょうど裏返しのような形で出てきているん

じゃないかなというふうに思うと、不登校の実態だけではない、もう少し多面的な見方をする必要があるん

じゃないかということを考えています。

二点目ですけれども、西濃学園さんにぜひということで言えば、この4月から今度は高等学校も特例校と

1
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して認めてもらえるということで、 これまで西濃学園高校あったんですけれども、特例校という形での再ス

タートということになるだろうと思うのですが、そうすると西濃学園中学校を卒業する子たちにとっては、

選択肢がまた--つ増えていく、しかも自分たちが過ごしていたところでそのまま、もしかしたらもうあと3

年間居ることができるということになるんですけれども、不登校の子たちっていうのはやはり心が随分傷つ

いている子が多いだろうということを考えると、それを癒す、回復させるのに、中学校で終わりということ

ではなくて、その先がある、ある程度同じようなスタッフで見てもらえるっていうのは非常に大きな意味が

あるんじゃないかなっていうことを考えております。ですから、高校の方が再スターI､するにあたってまた

どんなことを考えておられるのか、またじっくりと聞かせていただきながら、楽しみにしています。

最後、ちょっと不遜な言い方なんですけれども、草潤中学校さんの発表の中に“学校らしくない学校”と

いうコンセプトがあって、なるほどって思いながら聞かせてもらったんですが、よく考えてみると、学校っ

てもともとその集団の中で個性が際立つようにする場であったはずなので、だとしたら学校らしくなくなっ

ているのは今の学校の方であって、本来の学校の姿っていうのはこういうもんなんだ、 こういうもんなんだ

っていうのは草潤や西濃学園でやっているような取り組みっていうのは本来の在り方なんじゃないかなとい

うふうなことを逆説的に考えながら、 これが子どもたちを集団の中で生かしていく、存在感を持たせる教育

の在り方なんだっていうことを訴えていただけるといいのかなっていうことを、ちょっと自分にはどういう

ふうに進められるのか分からないまま話していますけれども、何とかよろしくお願いしたいなということで

とても期待しております。 また、今回発表された四機学園草潤中学校さんでやっている取り組みって

いうのは、一般校の中でどんなふうに使えるかっていうのを多くの先生方には考えて欲しいなっていうこと

を思っています。以上です。

E囹
古田先生、ありがとうございました。今、中学で取り組んでいる教育活動だけでなく、 4月に開校する高

校の意義についても触れてくださり、ありがとうございした。高校は、古田先生がおっしゃってくださった

ように、中学の出口であると同時に、社会への入り口となるかもしれない3年間を過ごすところなので、高

校生活における教育につきましても、子どもたちの声を聴き、また社会の声も聴きながら、西濃学園の教育

を目指していきたいと思っています。

では、続きまして、香田先生。西濃学園について、ご意見をいただきたく思います。いかがでしょうか？

圖垂型
はい、ありがとうございます。私からは大きく二点について、考えていることを述べさせていただきたい

と思います。

まず一点目は先ほど申しましたように県で進めているフリースクール等関係団体と学校や教育委員会との

連携が日常的に進められて、不登校の子どもたちの支援に役立てていただければな、ということでございま

す｡連携協議会やサポートセミナーなど先ほどの取り組みは､今後も継続して行っていこうと思っています。

そして先ほど言いました、ガイドラインが策定され、これも日常的に運用されることによって不登校の子た

ちへの支援が充実するのではないかと、そういった段階へ移行していかなければいけないということを思っ

ております。 とは言いましても、例えば家庭との連携を進める中で、効果的なその情報共有はどうあるべき

かといったことや、フリースクールに通っている児童生徒さんの出席扱いの際の基準については、なかなか
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具体的には示しにくいようなこともあります。やってみればみるほど、課題が散見されるということであり

ます。そんな中で、西濃学園さんが持ってらっしやる人材ですとか、あるいはネットワーク、さらには知見、

実績といったものが、フルに活用させていただければなと思うところです。例えば一般の小中学校で、開発

的な教育相談を行いたいと考えたときに、なかなか教員研修、適切な講師ですとか指導者にたどりつけない

といった問題もあります。そういったときに講師を派遣していただいたりですね、あるいは学校で医療や福

祉との連携が必要な場合もありますので、そういったところとこうアクセスしたいといったときに、西濃学

|蝋|さんがこれまでお取り組みになって効果のあったこと、お取り組みなんかも聞かせてもらえると必要な支

援が幅広くできるんじゃないかなっていうことを思うところでございます。ぜひお力を貸していただければ

なと思います。

もう一点、二点目ですはね、先ほど古田先生からのお話にもありましたけれども、 これから取り組んでい

く取り組みはですね、不登校の子どもたちへの支援だけにとどまってはいけないなということを思います。

つまり広く、どの子どもたちにも届く教育っていうのを行っていかなきゃいけないんじゃないかつてことで

ございます｡来年度II皮阜県の小中学校では､4<li皮阜命の教育"といったことを推進しようと考えております。

これ何かと言いますと、子どもたち一人一人が生きる喜びを感じ、 自らの持ち味を、十分に輝かせながら生

きていくことができるように、 ということで、例えば生命の尊重や、その命の豊かさに触れさせたり、かけ

がえのない生命について考えたりするといった教育を県全体で取り組んでいこうということでございます。

一般的な言い方になりますけれども、道徳教育やあるいは健康教育、 さらには深刻な状況になっております

いじめの防止、さらには自殺予防の教育、こういった関連する様々な教育を、具体的に推進していこうとい

うものでございます。このときに、不登校特例校として特別な教育課程を編成、実施されていらっしゃる西

濃学園さんは効果的な教育活動や、指導やノウハウというものをお持ちなんじゃないかと思います。ぜひ、

そういったものを提供していただいて、県内の各学校が活用できるようにアドバイスをいただけるといいな

と思っています。例えば、卒業後の進路選択に向けて、一人一人の適性や可能性が開いていく進路指導って

どう進めていけばいいのかなといったことなどもそうでしょうし、先ほどご紹介いただいた登|｣lなどの体験

活動、こういったものも生きる喜びを感じ、さらに頑張っていこうという気持ちを醸成するにはとてもいい

効果がある教育活動だと思いますので、こういったことにもぜひ紹介をしていただいて、県内の各小中学校

で同じことはできないにしても、こういったことのエキスを少しでも学ばせていただければなと思うところ

でありますので、ぜひ引き続き、西濃学瞳|さんとの連携協力はお願いしたいなと思っているところです。ど

うぞよろしくお願い致します。

E囹
香田先生、ありがとうございました。西濃学園の教育活動をご評価いただきうれしく思います。西濃学園

でも、さらによりよい教育をするために、不登校特例校の教育課程の変更の申諭も行っているところです。

そして、様々な学校さんの取り組みや挑戦からもどんどん学びたいと思っております。教育活動をお互いに

高め合えるような、そのような交流や連携ができたらありがたく思っています。

続きまして、大野様。

文科省、国、 という立ち位置からは、 i呵濃学園はどのような学校で、どのようにあるべきか、ご意見をよろ

しくお願いいたします。
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圧野司
大野でございます。文科省としてもですね、今後とも不登校特例校というのは設置を進めていきたいと思

っておりますし、その中で西濃学園さんの特徴的な取り組み、その一人一人と向き合っていくような取り組

みというものも、他の不登校特例校を設置したいなと考えている自治体さんにどんどんアピールしていって

いただきたいなと思っております。

先ほど申し上げた教育機会確保法の中でも、すべての児童生徒が生き生きと充実した学校生活が送れるよ

うに、魅力ある学校づくりというものを行っていく必要があるというふうになっています。その中ですね、

コロナ禍の中で学校が休校になったり、分散登校になったり、行事が無くなったり、子どもがたくさんのス

トレスを抱えて非常に苦しんでいる状況があるかと思います。

その一方で、ギガスクールですとか、一人・台端末の整備というのが一気に進んで、現在ですね、今後の

学校の在り方ですとか、その学びの在り方が大きく変わっていくというような転換点に今あるかと感じてお

ります。

さらに2020年度から新しい学習指導要領がスタートしておりまして、一つの教室の中で学校に行きづら

い子どもですとか障碍を抱える子ども、外国籍の子どもなどですね、多様な児童生徒が一つの教室の中で学

ぶ中ですね、一人一人の児童生徒が自分の良さですとか可能性を知って、 自分以外の人を価値ある存在とし

て尊重し、多様な人々と協力しながら協同しながら様々な社会の変化っていうものを乗り越えていくと、そ

して豊かな人生を切り開いていくといった力が求められています。そのためにはやはり IC'l,っていうのも活

用しながら、いわゆるその個別最適な学びっていう、一人一人の進度に合わせた最適な学習ですとか、共同

的な学びといって様々な人と議論したり教え合いながら学ぶっていうことを行っていくことがどの学校でも

求められてくるかと思います。

そういった中で、不登校特例校の一人一人に合わせたその学習ですとか学びの環境とか、一人一人としっ

かりこう向き合っていくというよう姿勢などは今後の未来の学校を考えていく上で非常にお手本になるもの

だと思っています。また、非常に期待しているところでありますので、まだまだその不登校特例校事態を知

らない方も大勢いらっしゃると思いますから、不登校特例校としての西濃学園さんのいい取り組みというの

をどんどん外にアピールしていただきたいと思います。以上です。

b

E囹
大野様からは、今、教育の転換点がきている、 というご指摘がございました。学校現場の感覚としても、

教育は変わりつつありなぁ、変わっていかなければならないなぁ、 しかし、変えることなく繋いでいかなく

てはならないこともあるなあと感じたり、考えたりしております。また、大野様のご意見をうかがって、西

濃学園として、 さらに、情報発信や情報共有にも力を入れたいと思いました。

それでは、最後に、鴫野先生。西濃学園はこれからどんな教育を描いていくことができるでしょうか。

今日のシンポジウムの総括も兼ねて、ご意見をうかがわせてください。

まず、西淡学園がこれまでやってきたことは不登校の問題だけにとどまらないっていうことが今回はっき

り私の中でイメージされました。つまり不登校の問題を切り口にして、これからの教育そのものを根本から

-31-



■

考えていかなきゃいけないという、そういう問題提起をはっきりとしていると思います。これからの新しい

教育、新たな教育っていうのを考えるのは、当然考える手順としては、現状把握と未来志向だと思うんです

ね。現状を見てみますと例えば岐阜県では、香田さんのお話では、不登校3千人を超えてきたと。 しかもそ

の背景は多様であるとおっしゃってますよね。それから文科省のデータで大野さんのお話でも、令和2年度

20万人でしたか。そして8年連続で増加していると。コロナ禍のことも含めて考えるとそれもあるんでしょ

うけども、 1000人当たり20．5人というデータが出ているんですよね。おそらくこれは不登校予備軍を考え

ると、 とんでもない数字になってくるんじゃないかなと思います。だって今日学校行きたくないなってこと

は誰でも思ったりすることですからね。しかもその背景を考えると、これも岐阜県と同じように国全体でと

らえても多様化しているっていうことですから、一律に何か方法を考えるわけにはいかない。多様化にも対

応する多様な方法で考えていかなきゃいけないっていうことだと思うんですね。こういうことがはっきりし

てきたと思います。

これからの社会、つまり未来を考えるときに今盛んに言われているのがSociety5.0という時代の到来だ

と。 l~Oは狩猟社会ですよね、 2．0は農耕社会、30は工業社会、 4．0が情報社会、今それを超えて5．0はど

ういう社会かって言うと、人間中心の社会だと、こう言っているわけです。つまりAI 、人工知能がどんどん

発達する、あるいはこのIOTですか、インターネットですべてがつながっている、例えばもう運転手のいな

い車が走ったり、あるいは車が今どこを走っているなんかもみんな把握できてしまうと。さらにロボットが

手術をしてくれるような時代がすでに到来している。こうなってくると未来予測すると人間の存在感という

のはものすごく薄くなっていくんですね。人間がいるってことが希薄になってくるわけです。そうすると、

そこからはっきり出てくるのが、やはり今回3つの実践が出してくれた存在の顕在化っていうことだと思い

ます。人間中心の社会を別の言い方ですれば、人間中心の教育、別の言い方をすれば一人一人の人間が顕在

化する、つまり甲斐がある社会。やりがいがあるとか、生きがいがあるとか、こういう社会をAIやロボット

なんかと共存しながら作っていかなきゃいけないっていうことになってくると思います。これ、 とんでもな

いことで、ある意味ではパラダイムの転換って言って、今までの常識を全く変えていかなきやならないって

いうことだと思うんですね。そこで出てくるのが、今申し上げたように新しい教育のコンセプト、これは何

を持ってくるかっていうことだと思います。

そこで草潤さんも、 3つの実践がそうですけど、西濃学園さんもSHINYさんもそうですけど、根本的には

すべての子どもが学ぶことを通じて未来に向けて成長しようとしている、潜在的な力を持っている存在であ

る、 こういうコンセプトがあるんだと思います。草潤さんは、草潤っていう名前は、内に素晴らしいものが

あればいつかは外に現れるっていうそういう理念なんでしよ。これは不易の理念だと思うんですよね。です

からこれからの教育、人間中心の教育、 Society5.0の教育の根本は、すべての子どもが持っている潜在的な

力をいかにしたら顕在化させられるか､こういうことが大事になってくるんだと思います｡それにはですね、

やはり存在感ということが大事で、例えばこの実践で子どもたちが言っていましたけれども、存在感ってど

こで実感するのかっていうことです。

一つは、 自分の存在を自分自身が実感する。初めて自分が好きになった日だ、っていった言葉なんかはそ

こに入ると思いますけれども、 しかし自分の存在は自分だけでは実感できにくいんですね。自分の存在が他

者から認められる実感、 これによって自分の存在を実感するわけですよね。人との関係が非常に重要になっ

てくるわけです。また他者を価値ある存在として尊重し、共同して何かをすることの良さの実感。

さらに他者と共同する活動によって自分自身や社会をより良くできるんだ、 という実感。こういうものが

やはり教育の根本に据えられていく必要があるんじゃないかと思います。

。

。
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じゃあこれをコンセプトにしながらですね、 これからどんな改善が期待できるかというと、今日のお話考

えると、一つは根本療法、もう一つは対症療法、まあ医学ではこう言いますよね。熱が出た子どもに解熱剤

あげるのは当面対症療法ですよ。でも解熱剤だけではまた熱が出てしまいますから、なぜ熱が出たかを根本

的に改善しなきゃいけないわけですよね。教育も同じことが言えると思うんです。

まずこの根本療法からすると、 この岐阜県が非常にいい提案をしていると思うんですよね。つまり社会が

-.体となって取り組んでいかなきゃいけない､不登校だけの問題じゃないんですよね｡教育の全部の問題で、

連携協議会を持ったり、ネットワークを作ったり、あとは官と民でやったり、公立と私立が連携したり、あ

るいは学校と社会。今回成功しているのは、例えば西濃学園の取り組みだけじゃなくって、生徒の声と保護

者の声が入ってるでしよ。これで非常に多面的にものが見られるようになってくるわけです。多様化したも

のを解決するには多面的に見てかなきやいけないと思いますよね。そういう根本療法が非常に大事だろうと

思います。

それに対して今度はやっぱり当面の問題に対応する対症療法ですよね。これについては例えば、サポート

体制を作るとかですね、 こういうようなことが具体的に考えられているし、さらにまた岐阜県でもこういう

体制を強化していこうと考えているわけですから、非常に良い角度からの取り組みだと、こう思います。

最後に、やっぱり私は子どもの声から考えてみたい、はっとさせられたことがあるんですね。これ、他の

皆さんもおっしゃってたんですけれど、学校らしい学校の生活や学習に疲れて不登校になった私が、今、生

き生きと生活や学習をしている、 という話です。待てよ、学校らしい学校ってなんだ？ということです。も

しかしたらこれは、今までの学校らしい学校の概念を覆して、新しい学校観を作っていかなければならない

ということだろうと思います。

文科省の大野さんもおっしゃってたんですけれど、指導要領の前文にもまさにそういうことがあって、例

えば、一人一人の生徒が自分の良さや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値ある存在として尊重

し、そして多様な人と協同しながら様々な社会変化を乗り越えて、豊かな人生を切り開き、持続可能な社会

の作り手となることができるようにするというのが、指導要領の今回の前文になっているわけです。これ、

先ほどの子どもたちの声を聴くと、かなりのところで具現しているんじゃないかと思います．この指導要領

の前文にあるような学校を作るとすれば、もしかしたら今までの学校らしい学校っていうのを問い直して、

もしかしたら学校観変えていかなければこれ実現できないんじゃないかと思います。それほど今回の不登校

から切り口で入った問題は、これからの教育全体の問題に関わる、本当に真正面から取り組んでいく、もの

すごくいい提案と具体例の--端を出していただいたと思っています。大変ありがとうございました。 とても

インパクトがありました。終わります。

L

■

』

且

■

■

E囹
嶋野先生､これからの教育の在り方の根本に踏み込んだ総括をありがとうございました｡教育というのは、

未来を創る子どもたちを育てるかけがえのない営みなんだ、 と改めて実感することもできました。

そして、香田先生、占田先生、大野様も、本日は、誠にありがとうございました。今日のシンポジウムが、

西濃学園から、ひいては岐阜からの「新たな教育を創る」というメッセージとして、みなさまに届けること

ができることを感謝して、シンポジウムを終わらせていただきます｡本日は､誠にありがとうございました。
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且

「新しい元号は“令和”であります｡」日本中が湧いたあの日、私は祖父が入院する病室にいました。おめ

でたい気持ちには、ちっともなりませんでした。

祖父の病気はガンでした。発見が遅れたためオペができず、味覚障害の副作ﾊ1が出るくらい強力な抗がん

剤を使っても効果は出ませんでした。体の痛みはどんどん増していき、終末期医療を行うホスピスへ転院し

た祖父は、4日後に亡くなりました。『 ・緒に買い物に行ったり、いつも優しかった祖父の命をなんでガンは

奪っていくのだろう｡』悲しくて辛くてずっと落ち込んでいたのを覚えています。 ■

葬儀が終わり、祖Lj:と病院へ挨拶に行きました。どんなに捕くても決して弱音を吐かなかった祖父の姿を

振り返るうちに祖母も担当の介護士さんも涙を流していました。『たった4H間いただけなのにこんなにも

大切にしてもらったんだ｡』感謝の気持ちでいっぱいでした。でも不思議な気持ちも抱いていました。『これ

まで沢山の患者さんの生と死を見てきたはずなのに、どうしてそこまで1人のことを思えるのだろう｡』と。

終末期医療についてもっと知りたくなった私は、インターネットを使って調べていきました。でも専門的

な言葉や難しい内容が多く詳しく分かりませんでした。『働かれている方に直接聞けないだろうか｡』この思

いがだんだん大きくなっていき、学校の先生の紹介で、ホスピスでの勤務経験もある現役看護師の所さんに

ビデオ通話でお話を伺いました。
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ホスピスは患者さんと同じくらい家族のことも大切にする場所で、助かることのない患者さんを看取った

家族の辛さを受け止め、寄り添おうとした気持ちが、介誰士が流した涙に現れたのだろうと所さんは言われ

ました。私たちが流したのは辛く悲しい涙でしたが、その涙を受け止めてくれる優しい涙があることにとて

も感動しました。

b

また所さんからは“患者さんが亡くなることは何度経験しても悲しく、決して慣れることはないというこ

と”でも“クヨクヨした気持ちを引きずらず次に出会う患者さんには、もっといい看護をしようといつも自

分を奮い立たせていること”を教えてもらいました。私もこんな強い決意を持って寄り添える人になってい

きたい。夢を持てた気がしました。

数日後､温泉で車いすの方が靴を履きにくそうにしている姿に気付きました｡手伝おうと思いましたが『足

の不自由な方をどう手伝ったらいいのだろう｡』と思うと動けませんでした。介護の知識も経験もない私は寄

り添い方やタイミングに難しさを感じました。

ある日、祖母と行ったお寿司屋さんの入口で、ゆっくり歩いて来られるお年寄りの方に何気なく扉を開け

たところ「ありがとう」 と嬉しそうに言われました。また私がエレベーターに乗り込んだ際乳母車を押す

方に気付き、急がなくても乗れるようにボタンを押していたところ感謝の言葉をかけて下さいました。

これらの経験を通して私は気付いたのです。 【人に寄り添う第1歩は知識じゃない、人を気遣う心】だと。祖

父の死はとても悲しい出来事でしたが、介護士さんや所さんとの出会いから人に寄り添う心を学ぶことがで

きました。

L

将来､私がホスピスで働く介護士となれたとき､患者さんの死を看取る家族に何度も出会うことでしょう。

そこで目にする私の姿や関わりが、残された家族が抱く夢のきっかけとなったならば、人に寄り添う心は私

を通して次の世代へ繋がっていくはずです。私が抱いた夢は、私に繋げてもらった心。私は『寄り添う心を

繋ぐ介護士」を目指していきます。

L

唾
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Ⅷクラウドファンディング活動報告

’

光の切り絵・幻灯会『自由に羽ばたく未来へ（仮称） 」

西濃学園高等学校（仮称）の久瀬校舎・グラウンド・教室に光の切り
絵を投影します。日没後の学園が光の切り絵に照らされます。ご支援
していただいた方、ご近所のみなさま、ぜひ遊びにきてください』

日時：2022年4月9日(士)18:30～20:30頃

※予備日／2022年4月16日(±）
場所：久瀬校舎（岐阜県揖斐郡揖斐川町西津汲481-3）
入場料：無料
駐車場：久瀬校舎グラウンド、揖斐川町久瀬振興事務所

※当日の天候状況や新型コロナウイルスの感染状況により、
延期になる場合があります。その際は西濃学園のホーム
ページ、CAMPFIREのサイトでお知らせします。

■

返礼品

■西濃学園オリジナル絵葉書
■西濃学園オリジナルアルミフラットスケール

■西濃学園オリジナル草木染大判ハンカチ
■いびがわ温泉藤橋の湯入浴券
■西濃学園教育報告書
■西濃学園一日実習体験など

一
一

鐸

』
円

1
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@CAMPFIRE
アクセスはこちら↓

クラウドファンディング

挑戦中！
干■

b

『’磯鎧
[弄蝿

可

中部エリア初の不登校特例海校の開設に向けて､_認証申講中！
鯵

自由に NEXTGOAINEXTGOAL挑戦中！
」

且

ｈ

・

Ｉ

雨

L

し

b

学校ピカピカ大作戦1

校舎に光の切り絵を投影し、
子どもたちに楽しい思い出を！
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職目標支援者50
金ズ貝芝黒立上の目的 岳q■■⑧■H■■■｡■■

●口■毎⑧②｡■■■

その1
0

「学校ピカピカ大作戦！ 」と名付けて、生徒を中心に毎朝、清掃
活動を行っていますが、どうしても業者さんの手を借りなければ
ならない箇所があります。その一つが壁の黒ずみ。できれば綺麗
な校舎で新入生を迎えたい。これがプロジェクトを始めたきっか
けです。

その2心に残る思い出を作りたい
－

－．

今年も昨年もコロナ禍のため、様々な行事が中止になりました。
遠くに出掛けることは難しくても、学校の校舎や教室を活用した
イベントなら実現できるかもしれない。そこで、2022年4月、久
瀬校舎で光の切り絵・幻灯会『自由に羽ばたく未来へ（仮称）』
行う予定です。

謝の気持ちをその3地域の皆さんに感 云えたい
1

西濃学園は地域と連携した教育を大切にしています。コロナ禍の
前は、生徒が地域の祭りに参加したり、学園の文化祭に地域の皆
さんを招待したりするなど、交流を深めてきました。上記のイベ
ントを開催して、地域の皆さんにこれまでの感謝の気持ちを伝え
たいです。

。

、

両濃学園って、どこにあるの？

…

岐阜県西濃地域の北部に位置する揖斐川町
にあります。北は福井県、西は滋賀県と境
界を接し、町域の90％が森林という自然環
境に恵まれたところです。そんな揖斐川町
のなかでもとくに奥深い藤橋地区に西濃学

園中学校が、久瀬地区に西濃学園久瀬校
（高等部）があります。

畷W師

■2

．
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aCAMPFIRE

アクセスはこちら→

# 凸e

おかげさまで、 す

ることができました。みなさま、ありがとうございま
す！私たちがクラウドファンディングに挑戦した一番

の理由は、岐阜県の揖斐川町に西濃学園という学校が
あることを知っていただくことです。

全国各地のみなさま、

岐阜県及び西濃エリアのみなさま、

引き続きのご支援、ご協力をどうぞよろし

くお願いいたします！
■

学校法人西濃学園
TEL.0585-54-2055

岐阜県揖斐郡揖斐川町西津汲481-3

URL:seino-gakuen・jp
E-mail:SeinOl@OCtn.jP
ご質問やご不明な点がありましたら、
北浦、内藤までご連絡ください。里

クラウドファンディングページはこちら

URL:https://camfire・jp/projects/view/496919
■

』 I

~ ナ

西濃学園って、どんな学校なの？
卜

西濃学園には不登校を経験をした全国各地
の中学生・高校生が在籍しています。中学

校と高等部の久瀬校の距離は車で約7キロ。
寮は中学校のある藤橋校舎周辺にあるので、

高等部の生徒たちは寮から校舎まで学園バ
スで通学しています。2022年4月には、久

瀬校が通学宿泊型全日制の高校になる予定
です。現在、その準備をしています。

『

■

吐
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鱗 令和3年の秋分ら冬に

分吋て挑戦して郡た
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ゲは、升がざまのご協

力、ご支援の認がげ
で、達成することがで

きました。
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Ｆ
Ｌ

クラウドファンディング協力者（敬称lll各・順不同）

阿部陽子

飯塚和美

池原秀晃

今川初枝

岩月恵子

植木琢磨

臼井いずみ

遠藤絵麻

大野宏

國枝恵

國枝輝男

國枝幸徳

久保田大介

近藤敦志

酒井敦美

坂本秀子

佐藤雅幸

杉村鎮右

傍島愛子

傍島智子

瀧啓太

田中薫

田邉佐登史

出倉令子

徳永俊太

中嶋昭一

成瀬昭吉

早野文子

日比野厚志

広瀬恵子

藤原悠佑

0

0
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堀洋子

松原江里花

水谷真希

宮野槙

宮本初恵

森友恵

安田聡美

安田立明

安田博志

安田僚

山田啓介

株式会社アグリックファーム

浅野撚糸株式会社

株式会社アスフル

有限会社宏陽木型製作所

伍洋運輸株式会社

有限会社サイレントファクトリー

どんぐり診療所

株式会社ヤマモト

光の切り絵・幻灯会「自由に羽ばたく未来へ」協力者（敬称略・順不同）

有限会社川島組

株式会社シミズエ業

株式会社高木ミンク

揖斐川町立くぜ幼児園

久瀬・藤橋地区の皆様
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